






要約:1980 年 9 月の当病院開院後,本院で急性期から診療した川崎病患者のうち,発病後 2

年以上経過観察し得た 447 例の経過観察の現状を分析した。3 年以上来院していない症例

が 98 例(21.9%)あるが,この中の,病初期から 1 回も冠動脈病変が認められていない 88 例

はまだしも危険が少ないといえるが,いずれかの時期に,または,最終診療時に冠動脈病変

があった 85 例中 10 例(11.8%)に経過観察漏れがあることは遺憾である。観察漏れの洗い

出しと,追跡調査を定期的にくり返すべきであろう。


